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人材育成、広報・普及活動について（主な論点） 
 
 

平成 18年 10月 10日 
宇宙開発委員会事務局 

 
 

1． 宇宙分野の人材育成 
○ 育成すべき人材像の明確化 
・ 今後の宇宙開発利用に求められる人材像 
・ 若手、中堅、シニアのそれぞれの段階で求められるスキ

ルレベル 
・ 必要となる人材の内部性と外部性（どこまでを内部で育

成・確保し、どこからを企業や大学等の外部に依存する

か） 
○ 人材育成の在り方 
・ 明確な目標の設定と体系的なキャリア・パスの整備 
・ 小型衛星プロジェクト等の実践を通じた技術者育成 
・ 大学等における人材基盤の強化 
 

2． 広報・普及 
○ より効果的・効率的な広報・普及活動 
・ ターゲットの明確化と対象に即した手法の活用 
・ メリハリをつけた広報戦略（積極的にアピールする事項

の絞り込み） 

・ 双方向コミュニケーションの充実 
・ 機微情報への配慮 
○ 人材育成と一体的な広報・普及活動 
・ JST等と連携した科学技術理解増進活動の取組 
・ 教育委員会や学校と連携した宇宙教育の推進（JAXA宇

宙教育センター） 
 
この資料はヒアリングを行った結果をまとめたものであると

の説明であった。 


